
丸の内ビジネス専門学校 

 

2020 年度 学校関係者評価について 

 

■委員構成 

選任区分 所属等 任期 

地元企業の代表者 地元企業 代表取締役 １年 

地元企業の代表者 地元企業 顧問 １年 

卒業生就職先企業の代表 地元医療機関 代表 １年 

地域住民 元 介護福祉施設 施設長 １年 

地域住民 薬剤師 １年 

本校在校生 丸の内ビジネス専門学校 ２年生 １年 

 

■主な評価項目 

教育目的、教育活動、学生支援等について。 

 

■評価方法 

新型コロナウイルス感染症拡大の影響等により、学校関係者評価委員および地域の

方々に学校訪問や行事等に参加していただけず、学生や教職員の取り組みを直接見てい

ただく機会を設けることができなかった。 

そのため、評価委員の方々には、事業報告書等をご覧いただき、書面での回答をお願

いした。 

 

■評価基準 

４：目標に向かい取り組み、よく成果をあげている。 

３：目標に向かい取り組み、成果を上げているものもあるが、未達成のものもある。 

２：目標に向かっているが、成果が全く上がっていない。改善を要す。 

１：目標に向かう取り組みがない。 

 

■評価結果の公表方法 

評価結果を踏まえた今後の改善方策については、ホームページにて公表する。 

また、保護者への説明、関係業界・地域住民等との意見交換の機会などにおいて説明

を行い、今後の取り組みに向けて、連携・協力の強化や支援が得られるようにする。 



評価結果 

 

評価項目 学校の具体的な取り組み 評価 

教育目的 
教科の学習や検定資格取得のみならず、人としてのマナーをわきまえ、協

力しあい、自ら考えて行動する人の育成 
3.75 

教
育
活
動 

多様性を尊重する。 

男女、年齢、国籍にかかわらず、すべての人が活躍できる環境を作る。 

・留学生の受入 

・社会人の受入 

・通信制高校松本キャンパス 

・子どもの教育（スーパーキッズ・マルノウチ） 

4.0 

社会に貢献できる教育 

・学外での国際交流会 

・講演会講師派遣 

・行政からの依頼講座開催 

・学童コース 

3.8 

学生支援 

困窮学生の救済 

・一般からの寄付金、およびクラウドファンディングにて寄付金を募り、

収入減となった学生へ生活支援金を給付。 

経済的および精神的支援 

・アパート入居時の支援、アルバイトおよび生活面の指導 

・個人面談等で個々の要望を把握し、対応。 

就職指導 

・企業見学やインターンシップ等により、個々の学生にあった就職指導。 

3.8 

感染拡大 

防止対策 

毎朝の学生および教職員の検温、体調確認。 

・玄関、教室入口での手指の消毒 

・全員マスク着用 

・教師のフェイスシールド着用 

・分散登校、少人数による分散授業 

・教室内では座席の距離をとり、教室内の換気をこまめに行う。 

・松本市発表の感染状況による、対策の見直し 

4.0 

 

  



【評価委員のご意見】 

 

・何回か訪問させてもらっておりますが、コロナ禍においても、教職員さん全員が教育目的に向

かって取り組んでいる姿勢がいつも感じられます。また共にコロナ禍が早く落ち着くことを願

っています。 

 

・留学生のアルバイトについて、２８時間／週を守り、学業とアルバイトの両立と健康に十分気

をつけることが大切であり、学校の指導をお願いいたします。 

 

・新型コロナウイルス感染拡大が終息しない為、海外からの新規留学生の受入れができない中、

その他のコースの学習者数を増やして良く頑張っていると思います。今後も、当校の特徴であ

る留学生支援の姿勢を堅持しつつ、学習者の幅を拡げていって欲しい。 

 

 

 

■今後の改善方策 

学校関係者評価委員のみなさまよりいただきました貴重なご意見を実現すべく、関係業界・

地域住民のみなさまとの連携・協力を強化し、取り組んで参ります。 

今後の取り組みについては、改めて評価していただき、評価結果等をホームページにて公表

いたします。 


